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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 36,717 ― 3,011 ― 2,797 ― 1,772 ―

20年3月期第3四半期 35,884 30.3 △671 ― △759 ― △336 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 54.05 ―

20年3月期第3四半期 △10.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 33,620 4,749 13.9 142.39
20年3月期 37,523 3,550 9.3 106.29

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  4,668百万円 20年3月期  3,485百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― 0.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,800 △7.8 2,900 90.0 2,700 106.0 1,700 133.0 51.84

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  32,800,000株 20年3月期  32,800,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  12,646株 20年3月期  9,343株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  32,788,734株 20年3月期第3四半期  32,791,116株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な

景気後退の影響を受け、円高や株安、雇用情勢の悪化など景気は急速な後退局面を迎えました。 

このような状況の中で、当グループの売上高は前年同四半期比832百万円（2.3％）増の36,717百万円となり

ました。このうち海外売上高は7,684百万円となり、売上高に占める割合は20.9％となりました。 

損益面については、前年下期の製品価格改定による売上高の増加や、高騰を続けていた鉛価格が落着いたこ

となどから、営業利益は3,011百万円、経常利益は2,797百万円となりました。 

また、特別利益４百万円（貸倒引当金戻入）、特別損失61百万円を計上し、税金費用を考慮した結果、第３

四半期純利益は1,772百万円となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（蓄電池・電源・その他） 

鉛蓄電池の売上高は前年同四半期比1,044百万円（3.4％）増の31,938百万円となりました。このうち自動車

用鉛蓄電池は、国内販売においては特に第３四半期の数量が大幅に減少しましたが、製品価格改定の効果によ

り売上は増加となりました。また、海外売上高も同じように売上が増加いたしました。産業用鉛蓄電池につい

ても、製品価格改定等により売上げを伸ばしました。 

アルカリ蓄電池の売上高は前年同四半期比114百万円（5.5％）増の2,206百万円となりました。これは特に開

放型電池が増加したことによるものであります。 

電源機器その他の売上高は前年同四半期比326百万円（11.2％）減の2,572百万円となりました。これは充電

機器の売上が減少したことによるものであります。 

なお、当グループにおいては、得意先の需要が下期に偏重するという事業の性質上、生産、販売等において

季節的変動が生じております。 

 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（日本） 

売上高は29,988百万円、営業利益は鉛価格の下落などから2,547百万円となりました。 

（アジア） 

売上高は7,011百万円、日本と同じく鉛価格の下落などから営業利益は468百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という）に比べて3,902百万円減少し33,620

百万円となりました。流動資産は、前期末比3,068百万円減少し19,037百万円、固定資産は、前期末比834百万

円減少の14,583百万円となりました。流動資産減少の主な要因は、受取手形及び売掛金の減少によるものであ

ります。 

固定資産のうち、有形固定資産は前期末比531百万円減少の10,784百万円となりました。この減少の主な要因

は、設備投資に比べて減価償却が進んだ結果によるものであります。 

投資その他の資産は、前期末比321百万円減少し3,591百万円となりました。 

当第３四半期末の負債の合計は、前期末比5,101百万円減少の28,871百万円となりました。流動負債は、前期

末比5,222百万円減少の20,656百万円、固定負債は、前期末比120百万円増加の8,215百万円となりました。有
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利子負債（短期借入金、長期借入金及び社債の合計額）は、前期末比2,128百万円減少の11,718百万円となり

ました。 

当第３四半期末の自己資本は、前期末比1,183百万円増加して、4,668百万円となりました。なお、自己資本

比率は、前期末の9.3％から13.9％となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期における業績につきましては、概ね計画通りに推移しているため、平成20年11月10日公表の業績予想に

変更はありません。 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より「四半期連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連

結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

③所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審

議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになっ

たことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。また所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方

法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
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なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が有形固定資産に51百万円計上されており、営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

④第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

なお、この変更による損益への影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,921 1,759

受取手形及び売掛金 10,888 14,133

製品 2,275 2,158

原材料 444 972

仕掛品 2,436 2,103

繰延税金資産 450 348

その他 660 668

貸倒引当金 △40 △39

流動資産合計 19,037 22,105

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,229 3,462

機械装置及び運搬具（純額） 3,853 4,149

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 451 539

リース資産（純額） 51 －

土地 2,878 2,878

建設仮勘定 320 286

有形固定資産合計 10,784 11,316

無形固定資産   

のれん 124 146

その他 82 42

無形固定資産合計 207 189

投資その他の資産   

投資有価証券 1,590 2,072

繰延税金資産 1,811 1,615

その他 255 323

貸倒引当金 △65 △98

投資その他の資産合計 3,591 3,912

固定資産合計 14,583 15,418

資産合計 33,620 37,523
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,221 12,136

短期借入金 7,868 10,682

1年内償還予定の社債 1,000 －

リース債務 23 －

未払法人税等 829 399

未払消費税等 241 257

賞与引当金 155 451

その他 2,315 1,951

流動負債合計 20,656 25,879

固定負債   

社債 1,500 1,500

長期借入金 1,350 1,664

リース債務 71 －

退職給付引当金 5,172 4,829

役員退職慰労引当金 81 63

環境対策引当金 18 18

繰延税金負債 0 －

その他 21 18

固定負債合計 8,215 8,094

負債合計 28,871 33,973

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,640 1,640

資本剰余金 422 422

利益剰余金 2,855 1,083

自己株式 △4 △2

株主資本合計 4,912 3,143

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 212 487

繰延ヘッジ損益 △348 △208

為替換算調整勘定 △108 63

評価・換算差額等合計 △244 342

少数株主持分 80 65

純資産合計 4,749 3,550

負債純資産合計 33,620 37,523
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 36,717

売上原価 27,464

売上総利益 9,252

販売費及び一般管理費 6,241

営業利益 3,011

営業外収益  

受取利息 1

受取配当金 21

有価証券売却益 0

持分法による投資利益 28

その他 97

営業外収益合計 149

営業外費用  

支払利息 267

為替差損 57

その他 38

営業外費用合計 363

経常利益 2,797

特別利益  

貸倒引当金戻入額 4

特別利益合計 4

特別損失  

固定資産処分損 23

投資有価証券評価損 33

ゴルフ会員権評価損 3

特別損失合計 61

税金等調整前四半期純利益 2,741

法人税等 943

少数株主利益 24

四半期純利益 1,772
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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「参考資料」 

前年同四半期にかかる財務諸表 

【第３四半期連結損益計算書】 

 

前四半期連結会計期間 

（自 平成19年４月１日  

 至 平成19年12月31日） 

区分 
金額 

（百万円） 

百分比

（％）

Ⅰ 売上高 35,884 100.0

Ⅱ 売上原価 30,350 84.6

   売上総利益 5,533 15.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 

 １．販売費 2,117

 ２．一般管理費 4,088 6,205 17.3

   営業損失 671 △1.9

Ⅳ 営業外収益 

 １．受取利息 1

 ２．受取配当金 20

 ３．持分法による投資利益 34

 ４．家賃従業員負担金 24

 ５．その他 94 175 0.5

Ⅴ 営業外費用 

 １．支払利息 232

 ２．為替差損 1

 ３．その他 28 263 0.7

   経常損失 759 △2.1

Ⅵ 特別利益 

 １．固定資産売却益 0

 ２．貸倒引当金戻入益 75

 ３．その他 0 76 0.2

Ⅶ 特別損失 

 １．固定資産処分損 18

 ２．環境対策引当金繰入額 18

 ３．その他 0 36 0.1

   税金等調整前四半期純損失 720 △2.0

   法人税、住民税及び事業税 31

   法人税等調整額 △408 △376 △1.0

   少数株主損失 7 △0.0

   四半期純損失 336 △0.9
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	(3)　継続企業の前提に関する注記



